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介護施設におけるタオルの現状調査
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Atpresent,manycompaniesaredevelopingcaregoods・Ｗｅｗａｎｔｔｏｄｅｖｅｌｏｐｔｈｅ“care

towel”ｔｏｂｅｕｓｅｄａｔｃａｒｅｆａｃｉｌｉｔｉｅｓｆＯｒｔｈｅelderly，Ｓｏｗｅｈａｄｄｅｃｉｄｅｄｔｏｄｅｓｉｇｎｏｎｅｂｙ

ourselves,andweconductedasurveybyinterviewabouttowelsinsomecarefacilitiesfOr

theelderly,ＩｔｗａｓｆＯｕｎｄｔｈａｔｔｈｅｔｏｗｅｌｉｓｒｅｑｕｉｒｅｄｔｏｂｅｏｆｓｕｉｔａｂｌｅｓｉｚｅｓｆＯｒｔｈｅelderlyto

handleandtohavehighperfbrmancesuchasgoodwashdurabilityandhighabsorbency．
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１ はじめに

明治初年に海外から輸入されて以来100年の歴史を

超えるタオルl）は，人々の生活と文化に貢献し，今

日では日常生活に欠かせない必需品となっている．

また，時代とともに特徴的な需要があり，社会状況

をよく反映する繊維製品であるとも言われている．

「文明開化」が叫ばれ，風俗に大きな変化があった

明治初年当時，タオルは多くの舶来品と共に，当時流

行していた「襟巻き」として輸入され，高価な装飾品

であった．そこで生産者は，開発にしのぎを削り，タ

オルの国産化に成功する．その後も技術開発が積極的

に行われ，タオル産業は大きく発展し，現在に至って

いる．

昭和40年代初頭の集合住宅化（団地）時代にはバ

スタオルの需要が増大し，昭和50年代のレジャー化

時代にはスポーツタオルの需要が増大した．また，若

い女性の間でモーニングシャンプー〔俗称｢朝シャン｣〕

が流行した昭和63年頃，洗髪後に早く水分を吸うタ
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泉佐野技術センター繊維製品開発グループ

システム技術部映像・音響グループ

生産技術部アパレルグループ

オルの吸水機能が注目され，洗髪用タオルというジャ

ンルで大量に消費された．この商品開発の背景には，

素材に極細繊維を可能とした合成繊維分野の技術進歩

があげられる．

最近では，さまざまな分野で地球環境・ヒトに優し

いもの作りが注目されており，タオル製品についても

同様のコンセプトで開発が行なわれている．天然素材

やリサイクル素材の使用によるエコロジー商品,また，

使う人の快適性を追及した製品作りも行われている．

一方，現在の社会状況に目を移すと，わが国では人口

の高齢化が進み，平成12年度には介護保険法が施行

された．これに伴い，さまざまな介護関連商品が開発

されている．生活密着商品であるタオル製品にとって

も，介護施設等の充実に伴い，新たな消費需要が創出

された．

介護現場でタオルを使用する場合，主に介護人が要

介護人を拭くこととなる．従って，自助動作で拭く一

般的な場合と異なり，手や顔，口，身体，頭髪など，

拭く部位ごとに，タオルの使い勝手は違ってくる．し

かしながら，使用されているタオルは既存の市販製品

であり，用途別，作業効率などが考慮されていないの

が現状である．

そのため，タオル製品にも介護用商品として，目的












